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兵庫県立ピッコロ劇団はモリエールの『スカパンの悪だくみ』を 2021年 5














































































































































































⑹ Molière, Les Fourberies de Scapin, « Petits classiques Larousse », Larousse /
































































































⑻ Ibid., p. 38.





































































































































































































































































































































































































孫 ：一般公演 6回にワクワクステージ（15）を加えて，全部で 17回公演を予
定していて，ワクワクステージのうち 3公演がコロナでキャンセルになっ
たので，結局 14回公演しました。是非また再演したいですね。
三坂：したいですね。
───三坂さんの演じるスカパンは髪も髭も白く，結構年齢がいっているよう
に見えましたが，それはどういう意図なのでしょう。
孫 ：若く見せたくなかったんです。スカパンもシルヴェストルもしょぼくれ
て見えて欲しかったので，髪や髭を白くして，服もボロを着せました。彼ら
従僕は大した賃金も貰わず，いいものも食わしてもらわず，折檻もされて，
ずっとその状態から抜け出せない。そんな生活ありえないと思いますが，で
も現代人も大なり小なりそういうものを抱えているのではないかというのを
表したかったのです。
───配役は劇団内でオーディションをしたのですか。それとも孫さんが決め
たのですか。
孫 ：私が決めました。わざと実年齢に合わないような役を役者に与えること
────────────
⒂ 兵庫県下の中学校を対象とする学校公演。出張する場合もあるが，基本的には中学
生をピッコロシアターに招いて芝居を上演する。
４７ピッコロ劇団が上演したモリエールの『スカパンの悪だくみ』
もしました。配役にデコボコを作りたかったのです。スカパンをおじさんに
するならもっと年齢のいった役者にしてもよかった。それをどうして三坂さ
んにしたかというと，三坂さんは育ちもいいし優しい人なんですが，たまに
翳りがあって反骨心もある。急に変なところで怒り出したりもするんです
（笑）。そういう部分はスカパンにはまるのではないかと思いました。
三坂さんには稽古が始まる前にいいモデルが見つかったと言って，あるド
キュメンタリー番組を教えました。玄さんといって新宿歌舞伎町で駆け込み
寺みたいなことをしている 60歳すぎの元在日の人のドキュメンタリーで，
非常に浮き沈みの激しい人生を送ってきたのですが，とにかく人の面倒を見
るのが好きなんです。Youtube の街録チャンネルでも取り上げられている
のですが，それを見てスカパンってこれじゃないかと思って，三坂さんに勧
めました。
───孫さんが演出した『西海渡花香』は竹島の問題を取り上げ，孫さんが主
演した鄭義信さんの『歌うシャイロック』では差別の問題を取り上げていま
したが，どちらも見事に喜劇として成立していました。そのあたりの経験が
今回の『スカパンの悪だくみ』に活かされていたように思うのですが，それ
はどうですか。
孫 ：私は在日韓国人で，妻や子どもたちは日本人なのですが，私自身は帰化
していません。しかし，竹島をめぐる日韓の対立にも在日に対する差別に対
しても，それほど関心があるわけではなく，問題意識も持っていません。た
だ，今回の『スカパンの悪だくみ』に関しては，スカパンやシルヴェストル
やロマの人たちは自分の分身だなと感じましたし，それを大事にしたいと思
いました。世の中には虐げられている人というのがいる。現代の日本にもス
カパンやシルヴェストルやロマの人たちがいるわけです。彼らはそれでもな
んとか死なずに生きている。私も同じだと思います。そういう意味では，
『スカパンの悪だくみ』を演出できたということが，私にとっての「悪だく
み」なのかもしれません。
───今後またモリエールの芝居を上演することはお考えですか。
４８ ピッコロ劇団が上演したモリエールの『スカパンの悪だくみ』
孫 ：是非もう 1本やりたいと思っています。今度やるなら『タルチュフ』
をやりたいですね。
───楽しみにしています。本日はどうもありがとうございました。
──文学部教授──
４９ピッコロ劇団が上演したモリエールの『スカパンの悪だくみ』
